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●第 96 回ワイズユース・ワークショップのお知らせ● 

インド・オディッサ州の住民参加型気候変動リスクマネジメント  

  

RCJ は今年「インド国ベンガル湾沿岸村落の復興と防災のための『持続可能な生活林』再生事業」（トヨタ環境活動助

成）をスタートさせました。ベンガル湾に面した２つのラムサール登録湿地（チリカ湖とビタカニカ湿地）にまたがる気候変

動適応事業です。 

2015 年３月、そのキックオフをかねて現地を訪れるにあたり、現地の状況と事業の概要を共有するワークショップを開

催します。同地域では RCJ の「インド国ビタカニカ湿地の沿岸環境再生に向けた住民参加型植林と持続可能な開発の

ための環境教育の推進」（国土緑化推進機構緑の募金事業）と、地元 NGO パリシュリによる「気候変動が深刻化するイ

ンド・ビタカニカ沿岸低湿地帯における適応能力の育成と適応コミュニティづくり」（地球環境基金助成）も進行中です。  

プロジェクト地の持続可能な発展のためには、これら事業の効果的なリンクが重要で、ワークショップではそうした観点

からの検討もおこないます。このワークショップは、３月のインド・プロジェクト地視察に参加する大学生の事前研修をか

ねます。 

 
 

日時：2015 年２月 22 日（日） 午後３時 30 分～６時 

場所：JICA 地球ひろば ２階 大会議室 

東京都新宿区市谷本村町 10-5 電話 03-3269-2911 

       JR「市ヶ谷」駅、地下鉄「市ヶ谷」駅 徒歩 10 分 

http://www.jica.go.jp/hiroba/about/map.html 

プログラム（予定）： 

・インドの環境  安藤元一 

・湖沼・湿地・水環境  川嶋宗継 

・チリカ湖とビタカニカ湿地  岩崎慎平 

・RCJ の事業について  中村玲子 

・インド旅の心構え、フィールド調査の心構え  武者孝幸 
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